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(1) 昭和 10年度曾務報告

く昭和 11年目月 l日役員曾報告〉

曾合

1. 役員曾 l回昭和10年4月26日出席者23名

2. 例曾 4図

昭和10年6月6日「混合溶剤lに就て」
早大助教授 山口祭一氏出席者39名

昭和10年 7月8日「浦鮮地方依行談j

貴族院議員 肝付粂英氏 44名

昭和10年10月4日「北海道見撃波行談」

皐大教授 小栗捻蔵氏 46名

昭和10年11月6日「最近の感光期lに就いて」

オリエ y タルE篤蓄 宮本宝II.
貨工業株式曾量祉士

3. 新入曾員歓迎曾

昭和10年5月6日 出鳴者 102名

4. 藤木先生活別曾

昭和10年12月6日 出席者 69名

5. 卒業生卒業祝賀禽

昭和10年2月6日 出席者 95名

曾員増減

昭和11年4月入翠者入曾 38名増

倉員数

昭和19年昭和10年昭和11年
4月末 4月末 4月末

議 郎曾員 9(内卒業生4) 5 5 

卒業生曾員 259 238 316 

穆生曾員 105 105 11) 

有志曾員 2 2 2 

合計 371 400 438 

曾報殻行

第 25鏡昭和 10年6月3)日

第26競昭和 11年 1月25日

昭和10年度禽計報告

〈自昭和10年4月!日至昭和11年3月31日〉

昭和 11年5月 1日役員曾報告

摘 塁悪 借方貸方

枚入之部

講師、卒業生、事生倉員曾費 1，461.00 

民告税金

第 16回卒業生寄附金

預金利子

合計

支出之部

曾報印刷費 (2四分〉

曾報護送費通信費振替手段
籾
例舎、役員舎、新人曾員理主
遡曾、卒業生卒業祝賀曾補
助費

近藤先生動績25周年記念紙
質曾寄附金
藤木先生退職記念品費用並
滋別曾補助費
小林先生遜軍事現賀舎橋助費

期工皐曾健常費、肉食員名
簿代、同大曾補助費

圃書購入費、製本代

事務謝瞳

香典、文具費、雑費

蛍期牧入超溢金

合計

394.40 

117.44 

151.∞ 

22.50 

60.82 

83.02 

16f.90 

156.48 

15.00 

36.77 

493.21 

1，692.54 

貸借掛照表

昭和 11，年3月31日現在

97.∞ 
40.00 

94.54 

1，692.54 

借方〈資謹〉 科 目 貸方〈負債〉

1，599.19 
67.39 

74.45 

50.00 

2，031.90 
500.00 

4，322.93 

郵便貯金

振替貯金

現金

書籍、雑誌及什器

三菱信託預金現在高
特別寄附積立金
く小林先生容附金〉
前期繰越金丸329.72 

蛍期牧入超過金 493.21 

小林先生特志寄貯金 500.00 

合計 4，322.93

財産目録

昭和 11年 3月 31日現在

貸借聖母照表の借方に同じ

以上の遜り相逮無之候也

昭和 11年4月1日

平関岡懸用化事曾曾計委員山本研一@

磯野好治@

富田隆吉⑪

上記曾計報告相逮無之候也

覧 事竹内楽失⑨
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-，昭和 10年度理工皐曾牧支決算書

総‘人ノ'部
円銭

1; 800.55 線I投入

内鐸
i'J錨

昭和 11年 5月

223.41 昭和9年度より繰越金

410.00 理工製部大曾補助各分曾負提言

120.'00 経常費として各分曾より牧納

1，047.14 名簿代として各分曾主り牧納
支出の部
f'J 銭
1，800.55 総支出
内隷 ・
円銭

21.，5.'定期協議員食夕食代

(10.年5月 23日〉

23: 95 .臨時協理署員曾夕食代

(10年 101月 3日〉

600J∞・理工事部大曾に補助

1，047.1・0 大日本印刷変挽名簿代

108.41 昭和 11年度へ繰越金

(2) 敬室!消、息

l数室の舎先生は頗る御元気です了。、富井先生と秋山

先生114月下旬富山市に聞かれた電気化皐協曾犬舎

に出席せられました。秋山先生は 「燐酸饗土鍍:ょ，り

燐及びアルミナを採取する一新法に就て」と題して

御講演せられました。山本先生の粘土に闘する御研

究は袋キ盛で今度は大日本窯業協舎に於て f粘土類

の駿及びアルカリに到する溶解度に就て」の題で御

講演されました。小栗先生も工業化辱舎の5月の常

曾に於て「氷熱量計を利用せる繊維素の疲潟熱の測

定jと題し御講演をなさいました。山ノ内先生も御

元気で2にじ振りで理工患部講話曾で「水分の定量に

就て」と題し苧棄の御碗究を設表せられました。今

夏見穆政行は掬西班1'1北陸を廻って行くさうで字野

先生が引率せられて行〈ととになり、北海道班は武

富先生が御引率になり T月¥3.4日頃御出裂の由で

す。

漸次皐生政治:増加する傾向がありさすので今年度

から各皐竿・の賓験に助手を 1人宛商E置して授業の完

全を期する事になり質施されて居ります。第 14回

卒業生の佐藤良順君は宇野先生の所で研究に従事す

ることになりました。宇野先生は日月に目出度て第

二男乎御出生の由、御徳康を祈ります。

(3) 碗究費?の輔駒

秋山先生は今回旭化墜奨励曾より下記の如く研究

費の援助を受けられました。御研究の益奇御盛なる

事を御祈りする弐第であります。

「アルミナセメ Y トの製造に関する研究」

補助金額金受千国也〈昭和 11年度分〉

(4) 曾員消息

育鈴.(第2回卒業生〉

昭和 11年5月5目、肝付君の内務参輿官就任枕

賀曾~上努. 司之豆也 :宇 I).~ 月住之羽〈・ 3 日寺車内極

めて内輸の集hとし吾々級友及教室有志並に卒業生

有志相集り肝付君を中心に軽量談す。集る級友は稲悶

美馬、中淳、山本〈泰〉、山本〈研〉の諸君。教室及卒

業生側としては小林先生、小菜、山口、秋山の諸先

生並に稿島信之助君の合計 12名。久し振りに教室

の言語先生と曾談し、隼校の語、曾祉の話、等々重き

ず。 9時散曾し、参奥官の寧に主きられて級友のみ再

び銀座に向ひ 12時散曾す。〈山本記〉

第 8回の動静

怠け者の集りの戎A'8名は好都合に東西tこ4人宛分

裂して存在して居る。東でも窃らずに居るが、西で

も集らずに居るらしL‘。皆が生活するに多忙だから

だと思って居る。此の欄にも長らく御無沙汰した、

御詫芳夫室去を執る。諸兄に近況を年に l四位は通信

されん事を願ふa住所嬰更の報告位11怠らずにして

ほしい。妄言を謝す。

元木君:特許極グリ戸ト工業株式曾祉の創設で多

忙だったが、目下は経営に忙しい僚だ。軽グロート

と云ふセメ Yトモルタルを多孔質に膨らして硬化さ

せた建築材斜を製造してゐる。 E長音、保i昼、防熱を

目的とした材続だ。使って欲しい。提灯持k日新。

有竹君:黙々として商工奨励館に集ごもってゐる

神谷君:健在らい、。時には6日曾に現れるのだ

らうと思ふ3

靖井君:元気旺盛で活動の擦に、先般元木君が下

阪の節曾って報告

中国 :森川君"江崎君:録手不明。皆多忙なん

だらう。

高木君:建築の現場勤務も終了したらしく、内勤

で設計部に鞍がえして嘗今文筆努働者として公怠共

に忙しい。時有コ yグ1)-トの強度試験の周併で事
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校に現れて御手量買をかけてゐる (NON1.1.6.4) 

)1，.ツボ禽 .消息

今度から雑誌が年4回定期的に議行するさうで各

伎の消息もそれにつれ詳しく報告出来るかと居、はれ

るので遠慮な〈此の欄を利用したい。御厨君から先

蓬手紙が来たが同君健在で居るらしL、。阿君と同じ

下関に居る牧君が，仕用で秋田の方に出張した濁りが

けに皐校に寄った。 30分位して忙がしいからと直ぐ

蹄ったが兎に角一寸でも皐校へ顔を出して呉れて嬉

しい。園崎君に先達工業大事¢記念祭の折り逢った

が元気で居る。同校の尾藤君も止t頃Lt元気よくやっ
て居る。阿君は最近は玄線の方をやって居て大に気

焔が上って居た。宮本君‘付内君11時h翠校へ見え

て居る。他の言者兄皆元気の御様子、各位.の時折の?宵

息を知らせて欲しい。〈歓山記〉

第 10回+化禽消息

石岡氏l土中目鑓らず元気で市川鉛筆に勤めて居lられ

るが今度廃尾の家を挽って大岡山の方に新腐を梅へ

られた、叉氏関する所による正最近御目出度い諮し

が持上って居るとの事吾等の撃げて喜びとする所。

石関氏は醤姓原問氏であるが先頃結熔され姓迄も

襲警った新婚の嬉しさと云った所。'

野岡氏は暫〈逗子に静養されて居られたが健康も

大陸回復され先頃蹄京、穆校の方にも 2度程顔を見

せられた、白多分今頃は完全に健康を取反された事と

忠、ふ。

朴氏は既に錫郷して石鹸英他を自営されて居るが

1-2年程前一寸健康を害された援な事を耳にしたが

最近は健全になられて業に精進されて居る事と恩ふ

武田裕雄氏は)時健康を筈し;在京事ら保養されて

居ったが最近元気を回復され、一時住居を大阪に移

された、健康陸になられた同氏が再び活躍される日

も・遠くはあるまい。

松本氏は最近一向車校に顔を見せられなL、、ー先日

'J、生電事中で青木先生に御曾L:た時同氏の抱怠を聞
き同氏'の偉大なる鐙躯に相騒し〈頗る元気でパーム

チツ十}こ勤めて居られる事を聞き安心した。

止t他のー1-化舎の諸氏も昔健在で極めて順調なる歩
みを観けて居られるのでー咋摘記するを略した。

九四倉のたより

井上都の2さは浅聞の煙iこ遮ぎられ ・4

(石JII)

飛んで行くにも片道 15圃也

エヂアトから来た援はジシキロ聞に故図を偲

ぶと聞けιど

わびしいよ、伏木め海と都の彼火11

スカートを2さに開けて立ウて居る

畑山 .波衝で-曾祉に遜へは・

船着場セ肥えた豚が迎へる

この豚にァセF ラ-:8民を着せてウヰγークさせた
ら

思ひ出したよ

土佐の娘はもう少しスシテリして居たよ

土井内 あんまり覗いちゃ嫌だわよ

利光机にうつぶそ見た夢は

試験官を震にあて L演じたピスヨ』ス行進曲

細いスリットから流れ出たセ台タアンが

麗人のドレスになれと祈った夢

エゲツないよ

尺八め孔でもあったら這f入りたいま

荻布 オアイスで汗ぼんだ肌をなめたら

初懲の様にシヨ Yパかったま

満洲よ、減測の堕よ

古昔前は俺にラツシ主アワ四で拾ったバラ!を想

ひ出せとて

か4も多量に、かc也監辛いのか
川岡何時も足を西に向けて寝る私主主

東には恕飾 ，小林先生あれば

南には生活の糧、由良染草寺あれば

~tには?

西に足をむけて寝るとどうしたζ 之か~fjlごは

足をむけられない

横山 ミチよ、タ yプを踊らうよ

醇へなt、から足を踏む恐は無いよ

かきくどく術も恋れた

民自なドレスの背め汚れは

い Lよ、撲が洗ってやるよ

米山忠サシてば返事が無い、

ー花嫁さんでももらヮたのかいー

中野英チヤシてば…・・

村間不在地主と人云へど、不在地主ぢゃありませ

ん

地主が市ヶ谷に行ったらと

可愛、彼の子がお留守番

鼠に号1>>，れちゃ可愛さう

夜遊びごせずt三蹄りませう、1跨って勉強いたし
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ませう

上彰兵隊さゐ、.兵隊さんてばだらしが無い

不動の姿勢の最中も煩のエクボに恩ひ出す

セメνトのこと 人のこと

訟周 .~パ、とよきマ、はよきヤ 予を生む

よきパ、はよきず、ありて夜遊びを忘れ

よきマ、はよきャ、ありてお土産を忘れず

よきャ、よーJ:きパ、となりしとき

よきマ、のよきパ、の如くなれ

藤木茂チヤシてばの組なれや

J 何と云つでも知らん顔

青木飛ばず鳴かずの 3年か2年過してあと l年

践をとってもとらんでも 2年目あたりがケン

タイ期

十河給
佐藤敏蜜ζ二ゴ工場

一月給

佐h木 あんまり見つめちゃ憾だわよ

由良質主演の若旦那{金語趨主演の兵隊さん

何方が似合ひと聞いたらば

ヒゲは買に似てるけどーあとは云lまぬが花ぢ

やろて

水科'彼に指準を受けしグラスメ F ト十指に除れど

思を想lまざるや忘れたるや

毛生薬をってりて贈らんとするもの未だなし

島田森の彼方のコーヒーに幸すむと入の云ふ

あL我ひとり毒事ねゆきて、涙さしく・み競り来

ぬ

森の彼方に街遠〈 幸すむと人は云ふ

茂呂 アートハ云へナイ、オレタチヤワカイ

第 3愚年クラス消息

うE陰箭の如し、我hも皐校に入ったと恩ふとすぐ

三年と云よ串生中で一番偉L‘人に成って仕舞った。

この一番偉い我hめ厚生等の顔を今更の如〈一人一

人見ると流石に過去10有除年聞の愚問の篤否試験の

篤に思ひなしか小鍛が2，3本橋した様だ。この堅生
が後8ヶ月程で泣曾に出、未来の重役最士長になる人

物かと恩ふと頼母しくなる。

只今l:t、小林先生及山内先生御指準の製造イt恩賞

験に入ってをります。これから祉舎に出んとする、

我々を登山に例へてみれば今は丁度目的の山麓に達

L、トレイ スしてゐる篠なもめでだ。其~で駄句一

つ「今は只小林綾〈山の内J

いづれ時が来れば山上l::達し下界を見下して「ヤ

ホ戸」と誰しもが呼ぶことは疑ふ自余地もありません

近頃の下の質験室のニユウスをーつ申上げます、

先づ質験室に入り「右向ケ右Jをいたしますと、ラ

フ、パラシスが3牽あるaこの底の設をみると「天

秤使用後は分銅を元の底へ置き下さい」とある。元

の底に置かないと大森懲罰委員長の目が光'る。罰金

は失の様に取られる。初心者C?)1銭、前科者2犯

まで5銭、3犯以上 10銭罰金に底せられた者未だ

l ・2と云ふ好成績は如何に小さなことに注意して賓

験してゐるかがこの溢で御苅りになること L恩ひま

す。

今年も例年遜り夏季の休を利用して見墜を致Fした

いと思ひ北海道、関西及九州の二つに分れ夫々見撃

を行ふ様にd、林先生の御許を得ました、このお時々

質験を休んで日程其他に付き協議してゐます、本紙

1を借り各地の先輩に宜しく御指獲の程御頭ひ申上ま

す。

9月より卒業論文に掛りますが今年は車生が 43

名と云ふ多般の篤これが劉嘗に一寸図りましたがこ

れも難なくをさまり下記の如く各自先生に就ウオL最

後の磨きをかけることになりました。

小林教授{今村、石津、 金子、棚橋、珠川、高

山本助教授(中、宗方、矢部、歓山、宮田、平池

小栗華北凌 小倉、上僚、中問、目下部、坂口、東

宮弁護支援大西、進藤

武富数援石川、西片、片柄、田中、山問、保田

百武

山ノ内助教唆池田、徳本、野崎、久喜、森、

山口助教授矢田、古屋、筋、 森下

宇野助教援伊藤、大森、横山

秩山助教皮小川、乗松、的場、大久保、小松

以上の様な樹首になり単位論文でも取るつもりの

理論的の人もちれば、パテントを取るつもりの賞際

的の人も居るので来年の3月こそは1S1J目して待つべ

き時です、我4が日本化修工業界を海老茶色で塗り

つぶすのもそう遠い将来のことではないと確信致し

弐す。〈進藤言己〉

金子武二君。民面目t.;.黙に於てはクラス第一と言

って良い。かうした人に有り務ちな話せない懇堅い

祭賞の持主と誤解され易いが彼は決してさうした種

類の人間ではなく貨に朗らかな固5論家で~る。そし
て筆者気質の人でなぐ良きエyヂニアである事を僕

，t.認める。彼l主将来如何なる方面で如何なる人物と

して活躍するか叉どんな人生観を股してどの緩な

精神援展を成すか顔の人身の注目の的である。彼

よ健tEに而も良き枇曾人として組;曾に巣立たん事
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上僚長一郎君@最も要領のよい人間です。「皐校

がなんだ俺の本蛍に活躍する場所は活位舎である」

といふa君の言ふ事11一部はたいかであるが我々の

活位曾中には撃校も存在してゐるのだ。墜校以死物

で1まない。せめて 1ヶ月績けて顔を見せで臭れ君の

言ふ将来雄飛すゐ人聞は既に歴史上の八物で是から

の祉曾に雄飛する人間ではない。敢て君に言ふ「意

. 志を堅くもてJと。もし君に意志の強さがあれば君

の前途li割目して見るべきものがあらう。

片桐潅君。八王子くんだりからのこのこ毎朝やっ

て来る人である。故に君ti早起きらしい。同時に骨

張りらしい。結局君は胃が弱いのである。クラス中

一番顔色が悪L、のも最もである。 1日も平く蚕食に

御飯を食べるやうに切に君の自重を望む。

少し運動でもやったら如何?。

シヅグボ戸イ 1 頑張れ!

横山省吾君。一見物静かな総の濃い感じ易い人の

様に見える。然し之は君の全てではない。一面直情

経行的の所があり自己の決断を償値あらしめん篤そ

れを最後まで貫〈。こ Lに君の人間としてわ良さが

ある。又級一番の良き批剣者でもある。君は言ふ

「我々の級の者は皆若々しく貿際張り切ってゐる。

賓験もよくやる然しシンフ・ルだね。も少し落付きが

あってほしL、。深みが足りない様だ」と。 8うだ僕

もその験問感だよく云って央れた。

棚橋幹一君。面白くて惑気が無くて、元気で頭の

良い黙でクラス切つての人気者である。ウイル ・ロ

ヂヤーズが世界のユーモリストであれば、彼は我々

のユーモリストである。スポ F ヅに聖母しでは特に理

解を持たれ、サッカーに於ける彼の手腕は苔hの良

く知る所である。貧験室に於ける彼は貨に崇高なる

墜徒で震に寅験をエシヂョイして居る3 羨ましい人

だ。然し彼の鉄黙と云はやか美熟と云はふか、少々

精糾滑耗の気味~る事だ。でもスマートなモダyボ

ーイである君は将来ますます御奮闘されん事を望む

岡中謹吾君。東北人の多くがさうである様に君も

比較的無口で一見近付き難い人の様に見えますがつ

き合って見ると仲々深みのある性絡の持主です。明

断な頭脳と共に肉設的にはE豊富なエネルギーに恵ま

れスポ戸ヅマンとしては級随一の高能選手です。の

みならず碁将棋麻雀等の室内遊戯に於ても先づ君の

右に出づる者は殆んどないと云つでも温言ではない

と思ひます。震験に於ても叉君の手腕l主賓に素晴ら

しいものです。人が l日か Lる事を宇目で片付けて

さっさと濁ってしまうと云ふ風です。 'さうかと思ふ

とノート等は賓に続麗で精密を極めて居ます。 。兎に

角ギリシヤの彫刻を見る様な獲さった顔立と哲摩者の

様に縮れた髪を持った君は我級の特異な存在です。

珠川慶二君。あれ程の大きな人物で小さレ事には

こだわらない性質であるのに何故か賞験は細かい。

この事はクラスの中でもあまり右に出るものはある

まい。さうしたゆ;は貨に僕の良きリーダF でるる。

君は常に云ってゐる「寅験なんてあせって・It多くや

ったって仕方ない、それより数は少なくとも落着い

てみっちり研究しながら時聞を度外観した賓験でな

ければ本蛍の貧験は出来ない」と。そしで君は例を

示しながらいとも親切に説明する。正に僕の短所を

補って僕をして共に本蛍の化筆者たらしめんとして

臭れる。かうした事は只に賞験のみではなL、。諸君

の中で設でも良L、。君と一夜の行動を共にして御穏

なさL、。英の人は翌日から必ず君の大きなカに感謝

せられすにはゐられないでせらそれ程君!の人格は

大きいのである。lElこ忠貨な車生であると同時に立

汲な枇舎人である。君の他日や。見よ。君の将来を

高中順一君。 E青島蓬乃男だ彼は一見して人好きが
する。どこにゐても直にその存在がわかる程朗かな

大きい撃を出す。私はこの躍を聞くと寅験しながら

思はず徴笑んで来る。恐らく級の誰もが普通の人な

ら感ずる事だらう。彼は他の一面何かしらロマ玖チ

ック1な気持と熱心な宗数心を持ったそれはそれは美

しい心の持主だ。最も之は彼と個人的にしんみり話

さねばわからぬが彼は叉暇人である。之は僕が言言明

するより彼に聞いて見給へ。1f!袋早起も近頃の青年

には全〈珍らしい現象だ。毎朝銀頁にわたる過去敏

年聞の彼濁特の人生観日誌もちょっと驚嘆せざるを

得ない。要するに荒削りの男らしい外調と君主落な

〈そのくせ時キオヤヅと意外に恩ふ内気な性格を見

せる〉愉快なそして優しい性格の持主である。

中岡敏雄君。君は何故慶麿に行かなかったのかと

思ふ程早稲田として文際化として，特異な存在だ。身

長5尺あるか無し事国中から恐らく彼と聖母等に肩を

並べ得るものはちるまい。然も頭の土から靴乃尖ま

で凡そスマートなシ F グなモダユグνでもある。左

肩にイキな寓震機をぶら下げて時折目をしょぼつか

せながら鴻爽と風を切る角帽のスモールマyは80%

まで彼と思って間蓮はない。さて賞駿一非常な凝り

性だコ特に装置に於て然り。よし l日掛らうが2日

掛らうがそんな事にはお檎ひなし。主主に見事な寅験

装置を作り上げる。そして寅験になるとつい他人の
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も手俸ひtたくなるらしい。 ー時々消えたと思議rと肉ふ

の机で盛んに貨験のお手俸ひt!.。ー此の黙凝:り性の彼

の面白Jい反面だ。秋の臼の天気を想へば・よいだらう

資質、スケ戸ト、脅紫、e喫茶等々勉強以外に中々の

多縄味の持主である。

宗方キ里君。君は明朗そのものだ。。如何なる時に

も凡ぞ憂童書な顔を見せた事がない。而して彼は多彩

なるス‘ポーヅマンである。剣道、乗馬、野球、登山

1'1彼の最も得怠とする所である。'a験室に於けお彼

lま誠に正確なる手腕を持ち面倒な事It.自ら準んでや

っで呉れ~程のt心構へを有する君の人絡並びに将来

i主貸1::翻母 しい~ 2年間漣れ添ったパートナーとし

て感じた事は君は絶望号に怒らぬ事'と獲の大きな事と

もιつポマードを惜‘しまぬ事だ。
t野庫番勝E望者。彼は際化3年随一の若冠であって

く瞥年22叢誠に驚嘆すべきである〉倫よく墜問スポ F

刈ご秀でて'ゐる、，;毛ボーツも特にスケートを良くす

る之ひと・へに彼の黙心と不屈の負けじき港のする所と

思zふ彼の時間鍛守も我々の問に聞えたもので約束を

たがh た事lまなしと自他共に認めて居る。岡山の産

でゐ毛幼:江戸ツ子のようである。

事長松惣ム郎君b彼と僕と11皐院以来ずっと製校に

於で叉ー校外じ於で平常に行を共i乏して来た。彼i土非常

12lE直且つ虞面目、である。貸験に於ては非常にスヒ・

戸、ドが平ぐ先へ先へと進むが然じ結果に於では?。

彼は感者ではなぐ賓際家でるも叉非常に丈夫 F で

あるが時埼ス伊戸トで祭になってゐるのを見掛けた

・彼の誰も知ら願書芸術を披露する。英れはラッパを吹

'くの7di非常にうまい壊である。之だけlまクラスでも・

令官つで居る人は非常に少ないであら う。 最後に震の

貸批曾に出で;思ぷ存分腕を振はれる自の王子〈来らん

事を望む。 ー

第 2畢年クラス獄況及び

ライ‘オン石鹸見事記

去りし:大串生活の第一l年i主、 吾々 に莫大なイt準的
知識を奥へ今や第2年目に足を踏み入れて 居りま

す。 l年間 l人の怪我人もな〈進級出来たのはクラ

ス一同の緊張もちり乍ら誠に嬉しい事と思ひます。

不幸休製中であったクラスの賑やかな存在阿見君

也健や泊、な股を見せて一同を安心させて臭れた。

L扱て、2・年になって考へた事l士、2年1'1中だるみの

時期である。爾端の固定された糸の如<3年或ひは

1年の緊張の弛むとき賃先にだれるのは2年ではな

いかと危!怒ーしました。併し之は全〈杷憂で、2年l三

なってからの一同の張り切り方は物凄〈、運動にカ

メラに芯或は穏穆にと曾を作つての精進努力振りで

す。叉最近はポート・レ戸スを向へて、すさまじい

張吻切勺方です。皐業の方も'J、栗先生の興味主fる有
盆t~街指滞に依然とし之選〈までよ貨験室に頑張つ1t

居る朕態です。

'この一向の張り・切ってゐるときに見墜したら大い

に得る所があらうと 5月 28日午後山口先生じ漣れ

られてライオ γ石自主平井工場見墜と云ふ事になった ・
国タ Pに分乗しヱカルミの道を遜ーって工場に着〈。

Rw.接室にで石白金の意義、歴史、原籾及び英の産地、

二製治法『遜り承はる。止t!誌で今やってゐるのは硬化

油、洗濯石険、グリセリ γの製造の三つをやって居

るpださうで、行々は化粧石鹸の製造等もこちらへ
移すとの事。未だこちらh 移ってから一月伎にしか

なりませんので設備は不完全ですがと先に立って案

内して臭れた。

原事専の溶解精を眺め、暫自の泊の利用法の一つ‘と

して之よりアルコールを採る工化雑誌の報文の資際

化したのを説明して貰ひ〈但し之は値段が引き合は

ず道策的にやって'ゐるとか〉、叉グリセリシの蒸溜袋

置、前陛液より食堕の回牧袋賀、曲全化室、切蹄;型打室

ボイラー室、研究室、試験室等見て廻った。鹿々に

て山口先生の貨物に就いてめ懇切なる設明を承はっ

た。始めは洗濯石鹸の製法だけをお見せすると云iま

れたのであるが、硬化油は見せて貰べなかヲたが、

グリセリンの蒸溜装置は見せて貰ふ事が出来、色々

なものを見製して、 1年間山口先生より数へられた

ノートからの知識の上に更に目からの貸際的知識を

加へる事が出来誠に有意義なそし吃最初の先生に伴

iまれての見準であった。

見皐後先生及び色々と説明して下された人々 1を閤

んで一同カメラに牧まaり解散した。〈篠原記〉

~新λ生歌迦試合、理工科ボート大曾

我々 2年となり、際化の中堅所となりまして、組

一同張り切って小材υ]、栗雨先生を始めとし、務先生

の御指導のもとに頑張って居ります。

さて、臨用化皐科年中行事の一つに鍛へられてゐ

る新入生獄迎試合が4月 30日iご行はれました。場

所は今度It.趣を箆へま しで、東伏見グラシドを滋び

ました。絡に夏に移らんとする新織の天地の中に、

ソツと置かれたエメラルドグリ戸 Yの草原で、 EI:!良

質験室で耐へた慢を思ふぞんぶん振り廻さうと、 '3

年、2~が先づ先に行き、第 l 回試合を行ひました。
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蛍 2 年のメシパ~，主、投手l土シ;t:_.トポー)Vをもっ

ては理工科に並ぶものなき植田君、捕手It.強肩熊津

君、 1盈は強釘をも，って鳴る「人の山」浅野君、 2 

盛11譲肩掻打の東海林君、3晶l士駿足にして、技11

徴に細を穿つ勝屋君、遊撃は人不足のため愚生が相

つとめる事となり、この黙が唯一の味晴、さて外野

を見渡すに、左翼手は強肩の設楽君、中堅は駿足太

刀川君を据え、右翼の似鳥君は巧妙をもって鳴る。

一寸見ただけでもこの様な豪華な、陣営、将1':鶴翼

の陣とはこの事か。

3年の陣営と見るに、投手は百武兄、捕手は進藤

兄をバッテリ F とする強チ戸ム。盈審は的場兄でい

よいよ試合は正 1時、華々しくその幕は切って落さ

t.LまLf.こ。
官室2年チームは、よくがんばれ植問看の好投に

より 10割の打者も居るほどで¥3-2で大勝をしま

した。

綬いて 3年艶1年の獄迦試合t士、好践を'なし、 シ

戸ソ F ゲF ムの結果、 議識の美徳を草壁際せられ、 l

黙の差で勝を 1:年の方に譲って、獄迦の意志表され

たのはげにげに武士の心情と感泣にむせよ:1まかりで

ありました。上級生はかくありたきも‘のと感心致し

ました。

さて 21手釣1年の試合は第 1回チヤシスありしも

黙ならず、3図熊津若の強釘に厳生生還し雨軍最初，

の得惑をなし、以後 1-0とリードせもしも、 1 ~年も

さるもの、入江君等の好釘により、 1-1の同熟'とな

り引き分けとなりしも、更に延長敏を交へ、結局議

識の美徳の宣豊富里により目出度くく?)1-2にて l年

の方荷に勝を諜り、此慮に昭和 11年度新大生叡迎

試合t主終8ました3 跨途、東伏見騨前I:IE列して、

西片兄の践により、日頃教練を練りじはこ Lぞふ

;布へならへ、番按ツとやった闘は都曾人の見られぬ

吠況で、 E事員も早大生はさすがと、感化の名をJH:、し

めぬ秩序整舗の下に高岡建場につけば日ははや暮れ

暮色蒼然たるものがありました。騨前の食堂にて

全員一堂に曾し、交獄の後解散数じました3

ーー一一 0-一一一回

理工科年中行事のーっと般ヘーられるボ戸トレ F ス

{主、 I建築科主催の下にラ月 30目、 去最堤で・行lまれ'ま

した3 嘗2年よりは、禰否定レ F スにその名も高きク

ロヨング Jl<~ として一杯出湯しました。蛇足であり

ますがグロコンとはクロム混液、人呼んでグロヨン

であります。

さ丈蛍日A梅とやらで震雨fシトシトと降旬、.、午後

よりは風さへ交へて伶ら秋の末、木枯し野分といっ

た感でるりました。

午後‘11時いよいよ我奇は下記のメ γパーにで・出場

致しました。

〈紬〉勝屋、(整調)植問、 (5香〉三橋、 く4番〉東海

林(3番〉熊淳、 (2番〉似鳥C1番〉太刀川、敵は名iこ
し:負ふ電気の「カワウソ」グルー、後械の3年、〈之l

It.オールを破損してレースに加はらず。〉降りしきる

疾雨の中に銃砲ー設、ガヅ グリ 、オ』ルl土スタート

されました3 スタートするや見る見る敵を l艇身も

離し、以後カープで力1曹、‘敵を抜〈こと涯に4艇身
その内雨のため敵は霞λJでその存在も分らぬほど向性、

れ、もはやレ F スの興味11全〈失lまれてしまったの

は貨に残念であった。 6艇身絵の太差:にて敵を破り

止t底に2年連携の柴を荷ひました 3
3竿1年の方々も 一杯づっ一等lごなりました3

長たらしくくだくだつまらぬ嘆のみ書きたてた事

を御詫び設します。〈三橋記〉

第 1畢年より

何時の間にか恩院の 3年を遊び終って大患に入

り際用化墜曾々員になりました3 今迄と些の嬰りも

無い我hも、角帽を頭に載せると念に偉くなったゃ

うでありますd 然し新大生の悲しき、始めは皆目様

子治:刻らず講義の数室を見つけるのに汗をかいたの

は勿論使JlJrを捜して際化の建物中歩き遡る説態を演

じた者もあったとか、 ・れでも此の頃はもう一人前

の大堅生になって大きなノートを抱へて登校して居

ります。殊に今年は中山、有地、佐キ木の三君を夫

身松山、皐習院、六高から迎ヘ且つは電気科卒業後

再び本科に入られた中野氏市佳から這宥就墜された l

鞍掛氏或は中華民岡留事生鐘書勤女史等、の新顔を加「

へ呑気な堅院の漣中も緊張して勉強して居ります。

然し初夏の気候のためか或は勉強の夜更しの篤めか

黒板が遠く霞んでノートの字が腐り出し筒ひ廻るの

を止められない勉強家も居る仕米でおりますo. 

寅裁も恩院の試除管を擬吋思じた定性分析とcl;;l:.遠

ひ先づ容器のi)¥:燃の綿密なのに度臓を抜かれ、毎日

グロム ・ミグスチュアで靴や寅験衣を痛めましたが

宇野'・石川雨先生の懇切な御指導に依ってメキメキ

と腕が上達してG?)今はピーカ戸、。時計皿、持I物当事
者=割りながら盛えJに分析をやっ℃居ります。

運動も盛んで各自白己の得意の運動をやって属り

ますが殊に野球は盛んで新木生椴迎試合yζ輯〈品輩

諸箪を斥けたt醸化最強チームを第吐寧とレτ嘗って
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勝った試しの無い無敵軍第 4 寧に到る迄全 1~生が

陸の矯めとポールに親しんで居ります。ポートも輿

太 レF スに2艇出艇 l艇は堂々 l等他の艇も堂々 3

等に入賞際化のため蔦丈の気を吐きました。

以上 l年生の近況でありますが、先日豊の工事休

のとき工事溺に入り新校舎の屋上迄登りましたが 4

階連の此の校舎は全く堂々たるもので規僚のE買い事
天井の高い事換気の好きさうな事等々全〈現在のパ

ラヅグとは比較にならぬ充貨探りで今年9月の移軍事

を築しみに蹄って来ました。考へて見ますと此の校

舎に新築落成の時から入って最も長〈利用出来る祭

生は我-k1年生でありまして此の黙我hは甚だ惑れ

た年に人壊したものでおります。然し叉此の充寅・し

た設備の新校舎の中で充質しないのは内味の愚生の

み等と言tまれたのでは濁り我4の恥であるのみなら

ず早大の風化を今日夜らしめた諾数凌諮先輩の努力

を裏切る事になり我々の責任の甚だ大なるを痛感致

して居ります。本年度 l年生は皆此の事をよく自覚

し先輩諸兄の築かれた基礎の上に立ってより高くよ

り成い新世界を拓かんと号昼間に健康に大いに努力し

て居る次第でるります('1.7)(弁上〉

イチネンセイエユウスヨセアツメ

6月6日の例曾一一僕等にとっては最初の此の例

曾ーーには僕等 1年生の意気を示すが如〈鰍勢 11

人と云ふ多重量出席し宇野先生の御話を承りました。

毎週2四月、火曜の '日45人づっ宇野、石川南

先生と共に一緒に食事をしてゐます。現在まで6回

行ひました先生と生徒と一つのテ戸フツレをかこんで

食事をする快談する一一之は全く他の科に見とれな

い美しい1'，景だと恩ひます。今後も綬けて行き盆々

お互に親密の度を培して行きたいと恩ひます。

C佐藤〉

理工場部工業経瞥科分科慮用化畢科

授けられた総ての授業を習得し早稲田スピリツト

を震に納得し磁調たる希望にもへて墜部に進み我等

更科、南、野村、井比の 4人は路用化皐科に号EJ:事

にな‘った。

漁想通り墜院時代の生活とは異なった生活であり

自己の将来の篤叉早大理ヱ接部の篤に新たなる責任

を痛感し大事生活の端を覗ふ事が出来る様になった

我閣化率工業の盛んなる今日叉将来共に我図綜合

エ業の中心をなす化皐工業界に活躍せんと臆用化皐 t

科に串ぷ事を得たるは誠に光栄に恩はれ衷心感謝し

てやまない弐第である。

今日工業界を民〈見るに一般的事業経済には

1.資本、 2.鰹営者、 3.努働者、'4.需要者

の四つの要素に就て深い考慮と研究とが必要になっ

て来た。 l見等の四要素が有機的に調和し園滑に逐れ

てこそ初めて立波な工業が生れるものであると確信

する。

技術者が工業経営の任に蛍る事は不適嘗なりと屡

々云lまれて来た事であるが英れl'l技術者が飴りに技

術的に備し過ぎたからで工業経済の佳に醤る技術者

は現に技術者£しての考へなり叉やり方等を一掃し

ー暦工業界留済界等各方面に限界を民める事に醤る

を要する事It蛍然の事にして工業経営に技術者入る

べからずの制札は今日工業界より除去すべきものに

して寧ろ技術者自身進んで工業経営方面を飢究する

必要があると思ふ。外図に於ては最早貨正の技術者

It皐に高等数皐や物理撃及専門の感問を修るのみで

は足らず是れに経済摩管理法社曾串心理翠廃史等が

加味せらるべきなりと之を重視して居る。

現にかうした制度を採用して居る態校も外図には

ある由であるコ之は工業技術者lま科皐的の方面の訓

練を受けたる上に更に事務的才能を加味して工皐的

訓棟より経験ぜる精確級密なる明噺なる頭脳を以て

民く工業界のみならず復維なる祉曾率約問題を解く

に最適なりと云ふ事に基くもので賓際に於ても祉曾

はかLる人材を要求して居る。感用化製を自己の専

門として皐ぶと共に之と平行して工業組管科の組織

的事問を習得し我司工業界に活躍せんと大いに希望

して居る失第である。幸ひ理解毒bる諸教授諸先輩の

御指事に依り盆々此の方面の研究に直進し我がE璽ヱ

接部の名誉の篤我司工業界のE電話身の努力をなす覚

悟をもって一同非常な希援に燃えて努力致して居り

ます。(11年6月7目、井比〉

(5) 教室櫛 付圃書

〈昭和 11年4月以後の分〉

-
冒
A

l

i

-

悦

d

m

;

-E 

m

閉

し
出

制

R

r

a

e

 

町

m

・1

・似

G
d
u

n

-

d

出

一
息
「

u

n

百

d

a

t

a

q

 

恥

T
d
J
f

t

・
-
-

凶

官

且

江

O

E

q

r

 

:

・・
1

1

岬

-
m
L
b

t
引
刷

、

A

O

D

胸

蜘

M
.畑

一回

C

品

加

.

創

出

4

1

句

必

凶

M

U

U

H

E

T

 

&
 

r
 
e

e

 

h
叩

阻

時

h

o

r
--
-

B

B

K

E

 

Yol.1 &:1 
Ca.in & 

The Synthetic Dyestuffs a.nd the In-
'rhorpe 

termedia.te Products from which 

They a.re Ierived. 

Kia.r . Fa.brika.tion烹:onAbsolutem Alkohol 



早稲田感用化拳合報第二-1-八披別加 9 

.:weel臼 V町、，yunilllll只alsZns"t=mIttclI 

訂 1;Vrotor-Treih句toffen.

()r日;micRynthcsοs ¥"01.15 

" " 16 

Jlay，'r Chοmic uer 01・g，mischcnForRtoffe 
HD.I 

橋谷義孝酵母撃

日本評論社現代日本工業全集第九7，9，3，18， 

19，23，25，27. 

古川玉吉イt墜機械の計算法
吉川玉吉化製機臓の週論と質際

イt墜工業時報社化製機禄園集第4編

宮迫悦男 ti!II#JJ成分研究法

杉本俊三合成樹脂

共立社イt墜工業;講座第4回
共立社笠間製造化壊法書1--35，37，38，40--45

(6) 特許公報の購入に就て

5月の役員曾の御承認を得て平稲田懸用化製曾で

特許公報を購入することになりました。*平5月か

らの分を障害室に備へてありますから卒業生諸氏の

御利月jを御願ひ致します、 CW:務委員〉

(7) 住所及勤務先移動

〈曾'*第 27a皮異軍[被告以後の分〉

水谷策千江戸川直小松川lor2 T目55

近藤次郎 神奈川県車中郡大野村中l京

武出荷雄大阪市住吉区天紳ノ森2丁目25

山本 泰司積債市中区西久保町 179

藤崎四t拘束京市目黒区下目黒 lて!目26
藤好好美東京市漏出区羽田鈴木町 947

石間 資良sM京市目黒凶自由ヶ丘 224

石井秀成闘西ペイント株式曾祉東京支広

東京市漏出];iI六郷町395同社内

臼ヂ1・ 泉蓋轡豪南州・l新管都事rr管街盤水浴製機
株式曾祉 j社宅

松出健治東京府北多摩郡{il1j村成城南 167

中同 11泊夫 大阪市住吉区橋本町70

紳谷省:ー杉並区井荻町2ノ 126

元木秀一昭島区長崎東町3丁目 499

高木暢太郎杉並直高国寺3丁目 231

後藤勝三兵庫l採西宮市中浅町27ノ6

(阪神電鍛香循国際下車〉

(8) 廉用化事教室新築

落成記念、競設行諌告

各方|耐より多大の期待を持たれてJi[;.りま した吾が

腔附イt墜科孝生室の萩築工事は愈々 8月下旬に落成の
運びとな りました。日下内部の複雑な諸施設に懸命

の努力が挽':l ~Lて居ります。堂々たる五暦慢の内部

は充分の教育設備を備へると同時に充分の各種研究

室を具へ今後漸次設備の撃備と柑侠って本邦化塑工

業界に多大の貢献あるものと期待せられて居ります

本曾は近く臨時役員曾開催の上之が記念の諸催しに

闘し協議致す殻定で~ります。就ては今秋 10 月設

行の本舎械をfflll~日イt墜科教室新築洛戚記念、践として

増大放と致し度く存じます。倉員諸氏の御研究、論

説、資粉、講義等ーを多数掲lIiX数し度〈各方l而に寄贈

致す後定で御座いますi'it今から御準備のよ是非とも

9月5日迄に多鍛御没稿あらんことを切1引致す次第

でらります。

(!) ) 編輯室より

本文に記際し交した通り今後は曾械を定期的に年

4周波行し、 一暦内容の充買をばかり度いと思ひま

す。本文記載の投稿規約に随ひ奮って御寄稿下さる

様お願ひ致しますコ

別iJJtも出来るだけ内容を盟箆にし、倉員相互の:iJt
陸と漣絡に資し度L ‘と恩ひます。 E大披よりはその*It~

艇にも充分意をIIJひ度L‘と恩ひます。就ては曾員皆

様の御茸!静の外、多くの御忠告と墜界、工業界或は

曾量士、工場内のトピッ夕、ヱユウス、沼尻等もお;会

り下さる様お願ひ致します。叉肩のl1¥Eらない随筆等

も椴迎致します。

1歯ほ本競よりは本曾記事の一部は本文に記載する

事としました。


